
平成２５年度第２回教育改革 ICT 戦略大会運営委員会 議事概要 

 

 

Ⅰ．日 時 平成２５年６月４日（火）17：30～19：30 
場 所 アルカディア市ヶ谷（私学会館） 

 

Ⅱ．出席者 椎名委員長、安藏副委員長、濱谷副委員長、竹内委員、立田委員、波多野委員、 

関委員、服部委員、田宮委員、高木委員、太原委員、梅田委員、西村委員、 

松山委員、木村ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ、山崎ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

      （事務局 井端、平田） 

Ⅲ．検討事項 

前回の委員会より検討していた今年度大会の開催要項を完成させるため、開催趣旨、開催テー

マ、講演タイトル、キーワード、概要等について、委員長・事務局案に基づいて確認を行った。

その他、３日目の事例発表の発表者確定を行った。 

 

１．開催要項の確定 

（１）開催テーマ、開催趣旨 

提案どおりに掲載することにし、開催趣旨の下に掲載の３日間のプログラムテーマ一覧には、

キーワードも挿入することを確認した。 

 

（２）講演タイトル、キーワード、概要 

 ① 「【教育改革のガバナンス強化】学長主導のカリキュラム改革」の概要では、以下の下線部

分を追記し、趣旨を明示することにした。 

「しかし、このような問題にはカリキュラムの実質化を図るという強い意思のもとに、学長がガバナンス

を発揮して、理事会と教授会の機能をリンクさせ、その難題に向けて取り組んでいる実例を紹介しながら、

カリキュラム改革の戦略を探求したい。」 
② 「【教員連携のカリキュラム改革】教養教育の質保証を目指したカリキュラム体系化の組織

的取り組み」の講演タイトルは、以下のとおり下線部分を修正し、講師の意見を反映する

ことにした。 

「【教員連携のカリキュラム改革】教養教育の質保証を目指した到達度測定の組織的取り組み」 

 

プログラムについては、委員会後も委員長、事務局で全体的に見直しを行い、メール上で各委

員に気づいた点など意見をもらい、最終的に印刷を開始することにした。 

 

（３）３日目の事例発表の発表者確定 

 ８２件の応募があり、発表募集要項に記載の「発表内容」と「応募資格」をもとに確認を行っ

た結果、１件を不採用とし、８１件の発表が確定した。また、発表タイトルの一部修正、発表の

際に ICT 活用を明確化するなどコメントをつける発表についても確認した。 

 なお、不採用１件については、インターネット上の電子掲示板を教材として利用することにつ

いて、教育事例として本大会の趣旨に沿わないとの理由で通知することにした。 

 

以上 


